
なつと ともだちどんな　なつが　
みつかるかな。
どんな　あそびが　

できるかな。

この学習では、児童の身の回りにある夏らしいものを発見したり、夏の遊びを行ったりする
ことを通して、季節と自分たちの生活との関わりについて考えることをねらいとしています。42 43

学習対象との出会いが楽しくなる
ダイナミックな写真や楽しいイラストでイメージが広がり、思いや願いが耕されます。

こんなとき、こう使う

・�単元開きに、みんなで見な
がら自由に話し合う。
・�写真やイラストをヒント
に、知っているものや好き
なもの、経験を語り合う。

写真・イラスト

学習を見通し、思いや願いにつながる
単元名や問いかけについて考えることで、
具体的な思いや願いにつながっていきます。

こんなとき、こう使う

・�活動の見通しをもつきっかけ
として、みんなで単元名に着
目する。
・�単元名や問いかけを、学習計
画を立てるときの参考にする。

単元名・単元の問いかけ

令和6年度版小学校「せいかつ　たんけんたい」

教科書の構成

導入 単元扉のページ
思いや願いをもち、学習を見通す

注 　目

見比べたくなる工夫
　季節の変化と生活、地域と生活を扱った単
元では、定点から捉えた写真・イラストを掲
載。季節を比べて考えることで、さまざまな
気付きが生まれます。

注 　目

保護者の皆様へ
　保護者の方に向けて、その単元を学習する
ねらいや、具体的に協力を呼びかけたいこと
を示しています。家庭との連携に役立てるこ
とができます。

いろいろな
水遊びを
したいな。

やりたいことが
いっぱいあるね。
夏と友達になれるかな。

たくさん夏を
見つけたい！

夏は、プールが
楽しみだな。

あっ、セミだ。
近くの公園で、
見たことがあるよ。

内容解説資料



どんな　みつけかたが　
あるだろう。

まわりを　よく　みる においを　かぐ

さわる
なつを　みつけに　いって、
どんな　きもちに　なったかな。

こんな　ところに
かくれて　いたよ。

てつぼうが、
あつく　なって　いるね。

な
つ
を
　

み
つ
け
よ
う

どんな　ものが　みつかるかな。

せあかごけぐも

ちゃどくがの　ようちゅう

あしながばち

ちかづかない　

ように　しよう

こまめに　みずを　のみ、
すずしい　ところで　
やすもう。
そとから　かえったら、　
てを　あらい、
うがいを　しよう。

きを つけよう

くさの　においが
するね。

44 45

展開 学習活動のページ❶
体験活動を通して学びを深める どんな活動をするかが、ひと目で分かる

簡潔に活動を示す「小単元名」と、
課題意識を醸成する「活動のめあて」を設定しています。

こんなとき、こう使う

・�小単元の導入時に児童と
いっしょに確認すること
で、学習活動のイメージを
もち、意欲を高める。
・�活動のめあてを板書計画の
参考にする。

小単元名・活動のめあて・写真

試行錯誤のポイントが分かる
児童が活動の中で考えを深めるための
手がかりを示しています。

こんなとき、こう使う

・�児童の活動が停滞していると
きに、参照させたり声かけを
したりする。
・�活動をさらに深めたり、バリ
エーションを出したりしたい
ときの参考にする。

学び方のヒント

ヨシタケさんのコーナー
　子どもたちの思い思いの活動から伝わるの
は、「うまくいかなくても大丈夫。」「人と違っ
てもいいんだよ。」というメッセージ。楽し
みながら読むことで、自分らしく学ぶことの
大切さを知ることができます。

注 　目

きを つけよう
　安全や健康に関わる、必ず参照してほし
い情報を「きを つけよう」にまとめました。
また、アニメーションや動画で分かりやすく
解説する QR コードコンテンツも位置付けて
います。

注 　目

草が元気だったよ。
もっと夏を
見つけたいな。

さわったり、
においをかいだり
してみるのもいいね。

芝生が
気持ちよさそう。

それじゃあ
夏を見つけに
出かけよう。

校庭に
行ってみようよ。



展開 学習活動のページ❷
豊かに表現する、小単元を振り返る

どう　すれば、
もっと　うまく
できるだろう。

つぎは、
さきの　ほうを
もって　みよう。

そうだんする

しらべる、
よく　みる

やりかたを　かえる

はなや　くさで　あそんで、
どんな　きもちに　なったかな。

はっけよい、
のこった。

あっ、
まけちゃった。 おとが　するね。

ぺんぺんぐさとも
いうんだって。

どんな
おおばこが
つよいのかな。

おおばこずもう

たんぽぽの　たねとばし

なずなの　すず

しろつめくさの　かんむり

ささぶね

は
な
や
　

く
さ
で
　

あ
そ
ぼ
う

はなや　くさを　

つかった　あそび

13
はなや　くさで、
どんな　あそびが　できるかな。

46 47

記録や表現の工夫が分かる
児童の発達段階や学習活動に応じた、�
記録カードや表現の例を豊富に提示しています。

こんなとき、こう使う

・�児童が記録したり表現したりするときに、
イメージをもったり、見本にしたりする。
・�教師が、授業準備をする際の参考にする。

記録カード・表現の例

感情と思考を
次の学びにつなげる
全ての小単元に振り返りの場を
設定しています。
感情と思考・態度の面から振り返ることで、
次の学びにつなげます。

こんなとき、こう使う

・�振り返りのときに参照させることで、
思いや思考の過程が明らかに。
・�振り返りの表現から、児童の状況を見
取り、支援や評価につなげる。

ふりかえろう

どう　すれば、
もっと　うまく
できるだろう。

つぎは、
さきの　ほうを
もって　みよう。

そうだんする

しらべる、
よく　みる

やりかたを　かえる

はなや　くさで　あそんで、
どんな　きもちに　なったかな。

はっけよい、
のこった。

あっ、
まけちゃった。 おとが　するね。

ぺんぺんぐさとも
いうんだって。

どんな
おおばこが
つよいのかな。

おおばこずもう

たんぽぽの　たねとばし

なずなの　すず

しろつめくさの　かんむり

ささぶね

は
な
や
　

く
さ
で
　

あ
そ
ぼ
う

はなや　くさを　

つかった　あそび

13
はなや　くさで、
どんな　あそびが　できるかな。

46 47

取り外せる別冊資料編
ひろがる せいかつ じてん 　
　単元に即した資料や汎用的なスキルを
扱った資料を、別冊資料編にまとめま
した。授業のねらいや、児童の必要に応
じて、自在に活用できます。本編には、

マークを付して、別冊の関連ペー
ジを参照しやすくしました。

注 　目
別冊資料編は、 
教科書末尾に付属。 
取り外しが可能です。しろつめくさの かんむり

ささぶね

おおばこずもう なずなの すず

はなや くさを つかった あそび
はなや　くさで、なつの　あそびを　たのしもう。

りょうはしを おりまげ、
きりこみを　いれる。

しんに　なる　くきに、
べつの　くきを　まきつける。

はしを　もち、ひっぱって、
きれなかった　ほうが　かち。

きりこみを　くみあわせる。

まきつけた　くきを　しんに　して、
べつの　くきを　まきつける。

みを　したに　ひっぱる。

りょうはしとも　くみあわせる。

わに　なるまで　くりかえす。

りょうてで　はさんで　

くるくる まわすと おとが なる。

 

きょうかしょ46ページ

な
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だ
ち
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あんぜんに　きを　つけよう  

 2

まいにち　げんきに　すごそう  

 4

どうぐを　ただしく　つかおう  

 6

ものを　たいせつに　しよう  

 7

きろくを　しよう  

 8

はるから　そだてる　はな  

 10

あきから　そだてる　はな  

 12

はなや　くさを　つかった　あそび  

 13

おちばや　木
き

の　みを　つかった　あそび  

 14

かぜを　つかった　あそび  

 16

いきものの　かいかた  

 17

１ねん　　　　くみ　　／　　２ねん　　　　くみ

年
ねん

組
くみ

せいかつたんけんたい

感情の振り返り
気持ちといっしょに振
り返るため、次につな
がる思いや願いをもつ
ことができます。

思考・態度の振り返り
学習指導要領に基づい
た観点のため、評価や
見取りに生かせます。

学習指導要領で示された学習活動を分析し、 
振り返りのための 14 の観点を設定しました。

知識及び
技能の基礎

思考力、判断力、
表現力等の基礎

学びに向かう力、
人間性等

負けたけど、
友達のと比べてみたら、
強いオオバコの
秘密が分かったよ。
もっとやりたいな。

比べて分かったんだね。
すごい。次の時間に、
もう一回やってみよう。

このカードの形式を
そのまま使ったり、
参考にしてアレンジする
こともできますね。



みずが　かかったけど、
たのしかったよね。

そうだね。あつい　ひは、
みずが　きもちいいね。

みずの　つぶに
さわれるよ。

みて。
あじさいが　きらきら　

ひかって　いる。

そっと　ふくと
おおきく　なるよ。

あめが、
あがったね。

ぱしゃぱしゃ

いつもと　ちがう
においが　する。

とんぼも　あまやどり　

して　いるのかな。

あめの　ひも　

だいすき

なつと　ともだちに　

なれたかな
なつを　みつけたり、なつあそびを　したり　して、 
かんじた　ことや　かんがえた　ことは、なにかな。 
もっと　やって　みたい　ことは、なんだろう。

いまの　あなたの　
きもちを　かこう。

これまでに　した　ことを
おもいだそう。　

家庭や日常生活の中で感じられる季節感について、
児童といっしょに話してみてください。

児童だけで川や海などの水辺に
近づくことがないよう、
ご留意ください。50 51

振り返り 単元末のページ
単元の学びを、自分の言葉で語る 活動を語るための言葉を耕す

自分の活動をさまざまな対話の中で振り返ることで、言語化につなげます。

こんなとき、こう使う

・�児童が振り返るときに、視
点のヒントとして参考にす
ることで、自分や友達の成
長に気付く。

単元全体の振り返り ❶対話の中で振り返る

活動をまとめ、自分の成長を実感する
対話したことをもとに、多様な表現で活動をまとめることで、�
自分の成長を実感します。

こんなとき、こう使う

・�単元の振り返りとして、活動
の履歴を自分の言葉でまとめ
るときの参考にする。
・�教科書の例を参考に、教師が
ねらいにあった表現形式を
選ぶ。

単元全体の振り返り ❷自分の言葉で表現する

たのしい まいにちに
つなげよう
　単元の最後には、「たのしい まいにちに つ
なげよう」を設けました。単元で学んだこと
を、日常生活で生かし、生活を豊かにするた
めのヒントを提示しています。

注 　目

もっと やってみよう
　単元の活動を補充したり差し替えたりして
活用できるコラムです。雪や氷を使った遊び、
哺乳類・鳥類の飼育、幼保小の交流会など、
地域や学校の実態に応じて活動に取り入れる
ことが可能です。

注 　目

しゃぼん玉は、幼稚園のときに
したことがあったけど、
いろいろ試して、
もっと楽しくなったよ。

たくさん発見があったね。
ゆいさんは、
しゃぼん玉名人だね。
秋には、どんな遊びができるかな。

私は、
しゃぼん玉がいちばん
おもしろかったな。

ゆいさんは、いろいろな道具で
試していたよね。
最後はたくさんしゃぼん玉を
飛ばしていたね。


